








要約   小児の事故予防のための母親の啓蒙・教育については保健所や病院における乳児

健診の際に各種パンフレットや安全チェックリストを利用して実施したり、小冊子の配布

やメデイアの利用、ビデオの活用、講演会の開催などが行なわれてきたが、一般病院にお

ける事故予防のための安全教育についての実施とそ成果については報告が少ない。

  母親の安全教育について京都第二赤十字病院では目的意識を持った自発的参加形式であ

って、母親同志が自由に意見交換できる「すこやかママの集い」を開催してきたのでその

結果を報告する.

 小児の事故発生率については事故の定義、調査方法、対象年令などによってさまざまで

あるが、「さわやかママの集い」に参加した母親に対するアンケート調査では事故経験率

は 36.6%であり、事故予防のための啓蒙・教育の方法として有効なものと思われた。


